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は じ め に
第2節 近江商人に関する0考 察
昭和53年4月,学 科開設10周 年を迎えた本学









さて,地 域研究 としては当面,① 「滋賀県中
部広域市町村圏」(3ケ 年計画),② 「変わ り行






・五個荘 ・日野 ・永源寺 ・蒲生 ・竜王の7町 か
ら成立っている。圏内に二つの市をもつ,い わ
ゆる二眼レフ構造をなす広域行政圏である。周
知のように,昭 和44年 度に発足 した広域圏行政







難 なもの,例 えばゴミやし尿の処理施設,広 域
的な消防や 医療施設,火 葬場 ・共同墓地 の設















そのよ うな観点か らすると,こ の圏填内外は
湖東地域と呼ばれ,い わゆる近江米の主産地で
あり,伝 統的 に 真宗信仰の濃厚な 地域で もあ
る。また,中 世にその起源をもつとされる近江
商人発祥の地域で もある。近江商人の最 も多 く
出たのは神崎 ・犬上 ・蒲生 ・愛知の4郡 である
といわれ2),そ の代表的なものは近江八幡市 と
日野町,そ れに本論文で取扱 う五個荘町で,い
ずれ も本圏域内 にふ くまれる。 歴史的に みる






















は瞠 目すべ きものがある。 とくに菅野和太郎氏
の.r近漉 人噺 究』鷹:騾1譽 麟 閣刊〉.
江頭恒治氏の 『近江商人』(昭和3タ年,弘文堂刊),


























「鐸専」株式会社と,そ の骸 「嬬 」株式会
社 が あ る。
「外 与 」 は 現 在270余 年 の歴 史 を もつ が,(『外












玄の父を以て初代 とし,先 祖代 々金堂村の百姓





ある」(前 掲社史3頁)と 伝えてお り,現 在15
代を数える。
後者の 「外市」株式会社は,初 代市郎兵衛が
文久2年(1862)に 創業以来,昭 和52年 を以て
115年 を迎えた(『外市株式会社115年 史』)。市
郎兵衛は14歳 の時本家外村与左衛門家へ奉公に
出て,そ の才幹を認められ,主 人が55歳 で没し
た当時,相 続人が幼少であったため,才 覚のあ
る手代小兵衛を長女の養子に 迎え,本 家の 内
政,店 方支配を兼ねた後見役となった」(前 掲
社史 ・序文)。文久2年,49歳 のとき本家の 後
見役を辞し分家将来のための生業として,自 宅
























庄助家 も,先 祖は武家であるが当地では代 々伊
右衛門を襲名した小地主であ り,当 地産の編笠











金堂村は藩政時代,神 崎郡13ケ 村 とともに松
平甲斐守(大 和郡山藩)の 所領であり,(イボ袖道
筋武佐宿の助郷をも勤めていた。当時右13ケ 村
の村高 と助郷高を表示すると表4-8の ご とく
である。 金堂村は郡中でもかな りの大村であ




表4…8神 崎郡13ケ 村村 高











































注 ①助郷高,大 工高 は村高の内石 である。
②天保4年 巳6月 「近江国神崎郡十三ケ村 村
高書上帳」(金堂文書)に 拠 る。
一14(116)一


















































































が115戸(52.8%)に のぼ り,両 者を合せると
実に7割 が貧農層であったことが知られる。5









































庄屋 休 兵 衛
年寄 孫右衛門


























表4-10貧 農 層 の 増 ・ 加





















庄屋 喜 十 郎㊥
年寄 源 治 郎㊥
組頭惣代 半 兵 衛㊥




29,女41)で あったが,数 年後 の天明8年(17
88)に も同様な救恤願を代官宛に提出,そ の数















商人層の 家で あっだことは 想像するに 難 くな
い。商人として独立成功 したものの多い当地の
場合,ま た奉公人を郷里から雇入れ る当地の慣
表4-一 一17出 稼 奉 公 人 の 数
腰罐鶲1輙言蠣し 計
習を考慮するとき,こ のよ うな推定は誤 りでは
ないと思 う。
少し時代をさかのぼるが,文 化8年(1811)の








































































































































































然 らば,上 記2,3の 文書によって知 られる
当時の商人層は,ど のような社会階層に属して
いたのであろ うか。当時の5人 組帳に記載 され
ている持高によって検討 してみよう。
天保5年(1834)の5人 組帳記載石高10石 以上
を列挙 し,安 政 ・交久にいたる30年問の推移を
みたのが表4-12で ある(文 久4年 の欄に記載
のないのは10石 以下である)。天保5年 と元禄





それを基にして商業に進出 した もの もあろう
し,貧 農か ら商業に転じ,そ の利益によって土




資料(天 保13年)の 示すよ うに,伊 兵衛は尾州
・三州に,藤 兵衛は越前 ・加賀へ,利 右衛門は















奉公→行商の過程 をたどったと推定 され るの
は,同 じ五個荘町石馬寺部落の場合である。享
保14年(1725)の 「江州神崎郡石馬寺村諸色明細
帳」(県立図書館蔵 写真版)に よると,家 数76
軒のうち本百姓56,水 呑百姓20(26.3%)に 達
してお り,同 村で布類 油,も とゆい売商8人
(茂兵衛,伝 右衛門,源 十郎,忠 右衛門,藤 兵
衛,武 右衛門,利 左衛門,源 右衛門)の 名前が
挙 げられている。このうち,武 右衛門は同村の








門前村(石 馬寺部落)で 俗に還 り中村刑部 と名
乗った」7)とされ,そ の子 角左衛門は徳永左馬
助に仕えたが,後 に帰農し1et.。その後裔が伝右
衛門といわれ るか ら,そ れが上記明細帳に記載






が行商によって成功 し,漸 次商業資本家 として
発展したであろ うことが次の文書によって知 ら
れる。すなわち,天 保14年(1843)の 「大坂廻シ
諸荷物 取調書 上帳」(石 馬寺文書,県 立同書館








































































































































































◎ ×(京 都 市)
◎ 在村(山 脇 姓)
◎ 在村(山 村 姓)
○ 在村(中 沢 姓)
○ 在村(外 村 姓)












































(備考)① 天保5年 を石高順(10石 以上)に記 した。② 天保5(1834)と 元禄5年(1692)は150年 の間隔があ












が,天 明4年(1784)没 したときの遺書に曰 く,
「予壮年の比貧苦に逼 り,渡 世の為に他国へ赴
イ
く時,㌧以為 く,在 郷へ錦を着て還 ると古人 も云
えり。予 も亦思へ り。若し又,之 をも叶はずば
寧ろ薦 を被 るべ し。然れ ども因縁あるにやφら
ざるにや,年 既に70も過 ぎ80に も及べ ども錦を
着 るに至 らず,薦 を被 るにも至 らず。時に松前
へ通 う商人来 りて,予 に之を求めよと示す。何
かと見れば蝦夷錦なり。即ち求めて之を蔵め置
き,予 が本来空に帰 らん時,之 を着て逝かん と
欲す」8)と。彼 もまた貧農の 出身であったこと
が知られる。上述の書上帳に出て来 る,藤 右衛
門,和 助,久 右衛門については明細に知 り得な
い。
金堂村の隣村宮荘村(現 在,五 個荘町大字宮
荘)に は条里制の跡が見 られるが,そ の居住地
区は新道,宮 の西,内 屋敷,清 水ケ井の4地 区
であり,そ の他の87地 区(1地 区の広 さは凡そ
1町 歩)は,戦 後の乾田化 ・機械化の完成す る
まではことごとく湿田地帯であったといわれる
(当地北村良三氏談,以 下の記述は同氏からの
聴取によるものである)。 この地 も大和 郡山藩
領でその知行高は1,968石 余,反 当3俵 の年貢
を賦課 され,明 治以後 も農民の殆んどは水呑百
姓であったとい う。その地主は,当 地出身の近
江商人たる高田一統,藤 井一統(前 者は現在東







の割引を地主と交渉 するのが 常で あったとい
う。このような状況から男子は小学校を出ると
商人の家に丁稚奉公を勤め,そ の うちの何人か
が別家 として独立 させて もらったのである。す
なわち,生 産力の低 く労働のきびしい湿田耕作
で農魂を体得 したもののみが,そ れを商魂 とし
え
て,近 江 商 人 と して の 成 功 を 克 ち得 た の で あ
る。筆 者 が金 堂 部 落 の住 民 に試 み た ア ンケ ー ト
'の結 果 に よ る と
,回 答 の あっ た30戸 の うち,`












とな っ て お り,村 の家 の過 半 数 が 商 人 家 に 奉 公
した経 験 を もっ て い る と考 え られ る。 しか し 途
中 で挫 折 して帰 農 ま た は他 業 に 就 い た もの もあ
る。商 家 と して 自立 し得 た ものは 奉 公 人 中 の38
%に 過 ぎ ない 。
〔注〕金堂部落で 明治以後転入 した 新戸 を除 き,115
戸 の旧戸に郵送方式でアンケー トを求 めたが,
回答数35(回 収率3000)。 うち,有 効30に ついて
の結果を示した ものであ る。
五 個 荘 と同 じ く多数 の近 江 商 人 が 輩 出 し て い
る近 江 八 幡市 マ と くに そ の農 村 部 に 当 る江 頭
部 落 に つ い て 考察 して み よ う。
この 地 域 は,近 江 国 で も地 主 制 が 典 型 的 に残
っ て い る と こ ろで,昭 和10年(1935)当 時,つ ぎ









呷井 狩 一 族 の系 譜 や そ の土 地集 積事 情 に つ い て
は後 日の調 査 を期 して い るが,予 想 され る こ と
は地 主 層 に対 し て貧 民 小作 層 の 多 か っ た こ とで
あ る。宝 歴10年(1760)の 「近 江 国 野 洲 郡 江 頭 村
明細 帳」11)に よ る と,当 村 の村 高 は1,330石3
斗8合6勺(反 別75町4反8畝23歩),家 数228,
人..の 大 村 で あ る。 そ の うち 高 持 百 姓153
戸,水 呑百 姓75戸(31.6%)が 存 在 し た こ とが









一諸職人之事 油屋二軒 ,紺 屋三軒,傘 屋拾二





































はいえかな りの戸数 ・人口を有す る田舎町的性
格 を持っており,八 幡市に近いことや琶琵湖水
運の便 もあって問屋,各 種職人,商 店などをも
っていた。他方,貧 困に滞 ぐ下層農民層が壱荷
売 りの行商によって生活 していたことが知 られ
るのである。これらの行商人の うち近江商人 と
して成長 した もの も若干あったものと考えられ
るのである。
次いで明和7年(1770)明 細帳によると,無 高
百姓の数は全戸数235(寺7を 除 く)の うち77




445人 のうち 「他所奉公稼罷出候者 四拾五人」
と記 されているところか らみると,こ こ江頭村







然 らば近江商人の集中的発祥地(近 江八幡 ・
日野 ・五個荘)の,い わゆる周辺地帯では農民
の階層分布はどのような状況であったろ うか,
2,3の 事例を引用して 比較考察の 資料 とした
い。先ず蒲生郡林村(現 在竜王町)の 弘化3年
(1846)「5人 組帳」によると,村 惣高1,124石
余 のうち,10石 以上保有の富農…層は85戸 中36戸
(42%,う ち組頭嘉兵衛は40石保有)に 達し,




125の うち無高百姓 は4戸 に過 ぎず,そ れに 先
だつ夊化7年(1810)に おいて も無高層は 家i数
117戸 の うち3戸 に過 ぎない。文政5年 の書上
帳に牛数が48と記 されているのも,五 個荘や江
頭村に牛数 「なし」 と記 されているのと対照的




一 ,人 数五人 男 是ハ当村6江 戸町人へ奉公
に出居候
一 ,人 数弐人 ・男 是ハ当村β京都町人へ奉公
に出居候
一 ,人 数五人 女 是ハ他村6当 村へ奉公(傍
点筆者)































3)福 尾氏は,算 数に明か るい帰化人,文 化の高い京
都 ・奈良に近接 してい るこ と,農 業の不安定であ る
こと,の 三つが近江商人を成長 させた,と してい る
(『滋賀県近江八幡町誌』参照)。
4)滋 賀大学 経済学部 史料館 蔵 『金 堂村文書』に 拠
る。
5)滋 賀県立図書館蔵,金 堂文書写真版に拠 る。
6)『 神崎郡誌 』465頁 。
7)前 掲書463頁 。
8)同465頁 。
9)農 地改革当時,東 北地方には1千 町歩 以上 の大地
主が多数に存在 した。関西における島根 県で も50町
歩地主が50戸 近 くあ り,田 部家 のごときは450町 歩,
株小作人(東 北 地方 の名子に類似す る)850人 余 を抱
え.ていた。 これに比べ ると滋賀県は じめ近畿地方に
は大地主が,成 長 しなか った と推定 され る。










宗の教義や実践 となん らかの関係をもつ もので




賀地方では浄土宗が圧倒的に多 く,湖 西か ら湖
北にかけては天台宗,曹 洞宗,真 宗が入組んで
いる。他方,湖 北から湖東に南下する真宗の濃











において,資 本主義 における資本蓄積 の 精神
と,プ ロテスタントの職業倫理一「勤労」と 「禁
欲」一との 間に 関連のある ことを指摘 して い
る2)。
この立場に立脚 して,例 えば九州大学の内藤
莞爾教授 もその論文 「宗教 と経済倫理一浄土真
宗 と近江商人」3)において,近 江商人 と浄土真
宗 との関係について論じてい られる。氏は主 と
して真宗教義の分析や近江商人の家訓などによ
り,文 献学的方法を中心 として論じてい られる
が,同 教授の若 き時代の論文 として,そ の先駆



































(相続や別家,奉 公人,株 仲間の諸制度)に つ
いて詳述されてお り,そ のなかで,京 都におけ
との よ
る近江商人の代表 ともい うべき外与家(外 村与
左衛門家)の 定目や心得書,そ の他についてか
なりの頁を費して紹介してい られる。外与家の




候,朝 早 くより掛 り々々差支無之様相心得入替
々々参詣 し,尤 店中堅精進致し,万 事相慎可申




が,そ の記録 として書 き残 した 「家の記」に も
「仏教を大切に聴聞致 し,在 問の義理を弁え,
夊仏を念 うは極楽へ参 るな り,先 祖代々自然の
道理に相叶い,心 に仏心を深 く尊信奉 り候 こと
肝要なり」9)と記 し,分 家独立後は自家へ立派
な仏壇を調え,そ の本尊として安政2年3月,







人 を運のある,我 は運のなき抔 と申ハ,愚 にL
て大 なる誤なり。運 と申事ハ候はず。金持にな
らんと思はば,酒 宴遊興者を禁じ,長 寿 を心
掛,始 末第一に商売を励むより外に仔細は候は
ず。此外に貪欲を思はば先祖の憐みにはつれ,
天理に もれ候べ し。始末 と吝 ききの違あり。無
智の輩ハ同事 とも思ふべ きか。吝光 りは消えう
せぬ,始 末の光明満ぬれば,十 万億土を照すべ


















立の八幡神社が邸内に杞 られ,毎 年9月1日 と
15日 には,神 酒 と自家製の押し饅頭を神前に供
して杞るとい う。また,村 中観音堂があり,村























ら星まで 働 らかなければ ならなかった 苦しみ
は,高 い小作料 を支払 う家ではなお一層のこと
であったが,並 大抵なことではなかった。それ
は,南 無阿弥陀仏の六字の名号につながっての
み耐え得 るものであった」 と。また 「自分の父
も一町八反作っていたが,全 く念仏三昧の妙好
人で,区 長 も長 く勤め,部 落の世話をさせても
らうと常に語っていた」 と筆者に話 されたので
ある。また 「ある行商人は天びん棒をかついで










































「利潤の一部 を社会に還元する」 とい う思想












冒頭で 述べたよ うに,M.ウ エーバー は 「プ
ロテスタン トの倫理 と資本主義の精神」のなか





に おい ての み 把 握 せ ぎ る を得 な い」 と ころ の歴
史 的 概 念 形成 の 本質 に根 ぎ して い る こ とだ と把
え て い る12i。そ こで 彼 は,フ ェル ジ ナ ン ト ・キ
ュル ン ベ ル ガ ー の 『ア メ リカ文 明 の実 相 』 を通
じ て ベ ン ジ ヤ ミン ・フ ラ ン ク リンか ら 「資 本 主
義 の精 神 」 考 察 に つい て の重要 な暗示 を得 て い
る よ うで あ る。 キ ュル ン ベル ガー は,当 時 の ア
メ リカ人 の処 世 訓 を総 括 し て 「牛 か らは脂 肪 を
か ね
つ くり1人 からは金銭をつくる」 と罵っている
が,「 この『吝嗇の哲学』に接しだとき,そ のい
ちじるしい特徴 として うけとられるのは,信 用








る」13)と述べ てい観 さらに,ゾ ムバル トの
『近代資本主義』(第1巻)に おける二つの 「主
導原理」(欲 求充足 と営利追求)を 契機として,
「合法的な利潤を使命(=職 業)と して,組 織的




級の うちに 求めている。 そして,「外面的には
利潤の獲得をめぎすだけの行動が,個 人には義
務として意識され 「天職」 とい う範畴にまで形
成 されるにいたったのは,い かなる観念の領域
にその基盤をもつのだろうか。けだし,こ の観



























1)大 正13年 現在の滋賀県に おける真 宗寺院の分布度
をみると,左 の ごとくで ある(『滋 賀県史』4,365
頁)。












甲賀郡 は最少で9.3�(浄 土 宗は55.8%)
2)『 世界 の大思想23,ウ ェーバー政治 ・社会論集』
(河出書房新社刊,昭 和40年)所 収の阿部行蔵訳123
頁～217頁 参照。
3)こ の論文 は内藤教授の昭和16年(年 報 「社会学」
第8輯)の 執筆 であ るが,近 著 『日本 の 宗教 と社
会』(お茶の水書房刊,1978)に 収載 されてい る。




「中世の商業 と近 江」『彦根高商論叢』第 正9号,





5)田 中秀作稿 「徳川時代近江商人 の信仰 に就いて」
(彦根高商調査課編 『調査研究』第65号 所収 。
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業部干U,19740
一25(127)一
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8)足 立前掲書,108頁 。
9)『 外 市KK百 十五年史』1977,16頁 。
10)江 頭恒治著 『近江商人 中井家 の 研究』(雄 山閣,
昭和40年,906頁 。
11)肥 後和男著 『近 江にお ける宮座 の 研究』(東 京文
理科大学,昭 和13年)。 原田敏丸 ・渡辺守順著 『滋賀
県の歴史』(山 川出版社,昭 和47年,211頁 以下。社
会伝承研究会 『近江村落社会の研究』第1号,1976。
同第2号,1977年 。拙稿 「ム ラ社会成立 のエ トスー
近江野洲町南桜 の 宮座を 中心 として」(三 船祥二郎
教授古稀記念論文集 『現代社会 と入間の諸問題』昭
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